
「神の確かな約束」           2026 年 08月 28日 

神は、アブラハムに約束をする際に、ご自身より偉大な者にかけて誓えなかったので、

ご自身にかけて誓い、「私は必ずあなたを大いに祝福し、あなたを大いに増やす」と言わ

れました。こうして、アブラハムは忍耐の末に、約束のものを得ました。そもそも人間は、

自分より偉大な者にかけて誓うのであって、その誓いはあらゆる反論を終わらせる保証と

なります。そこで、神は約束のものを受け継ぐ人々に、ご計画の不変であることを、いっ

そうはっきり示そうと考え、誓いをもって保証されたのです。それは、この二つの不変の

事柄によって―この事柄に関して、神が偽ることはありえません。―目の前にある希望を

手にしようと世を逃れて来た私たちが、力強く励まされるためです。私たちはこの希望を、

魂のための安全で確かな錨として携え、垂れ幕の内側へと入って行くのです。イエスは、

私たちのために先駆者としてそこへ入って行き、永遠にメルキゼデクと連なる大祭司とな

られました。（ヘブライ 6:13 ～ 20） 

 

著者は、「神は、アブラハムに約束をする際に、ご自身より偉大な者にかけて誓えなか

ったので、ご自身にかけて誓い、『私は必ずあなたを大いに祝福し、あなたを大いに増や

す』と言われました」と書いている。人が約束をする時は、力ある連帯保証人となる、偉

大な者にかけて誓うことによって、約束が確かであることを保証する。神は自分より偉大

な者がないので、ご自身にかけて、アブラハムに、「私はあなたを大いに祝福し、あなた

の子孫を空の星のように、海辺の砂のように大いに増やす（創世記 22:17 ）」 と誓われた。

アブラハムは、神の祝福と誓いを信じ、忍耐強く待って、約束のものを得た。アブラハム

はサラによってイサクを得た。神からイサクを焼き尽くす献げ物として献げるように命じ

られた時、御言葉に従い、イサクを献げた。アブラハムは神が約束されたことは必ず、実

現すると信じたからである。信じた通り、雄羊が用意され、「主の山に、備えあり（創世

記 22:14b ）」 を体験した。イサクはリベカによってエサウとヤコブを得、ヤコブは二人の

妻レアとラケルと二人の女奴隷ジルパとビルハによって12人の男の子が与えられた。この

12人の子どもがイスラエルの12部族の基となった。神の約束は確実に実現したのである。

神は約束されたものを受け継ぐ人々に、ご自身の計画が変わらないものであることを、い

っそうはっきり示したいと考え、誓いによって保証された。神は、誓いと保証の二つによ

る約束を偽ることは決してない。著者は、神の約束は、「目の前にある希望を手にしよう

と世を逃れて来た私たちが、力強く励まされるためです」と言っている。神のアブラハム

への約束が誓いと保証を得て、偽りのない不変の事柄となったように、神の約束は、不安

と恐怖に怯える私たちを力強く励まされるのである。そして、約束は必ず実現するという

希望を、「魂のための安全で確かな錨として携え、垂れ幕の内側に入って行く」と、例え

ている。神殿の一番奥まった所に垂れ幕のかかった至聖所がある。大祭司が年に一度、至

聖所の垂れ幕の内側に入り、いけにえの血を献げて、自分と民の罪を執り成す。至聖所に

は、大祭司しか入れないが、主イエスは、私たちのために先駆者としてそこへ入って行か

れ、罪を贖うメルキゼデクに連なる、永遠の大祭司となられた。主イエスが開かれた道の

後に従い、私たちは皆、垂れ幕の内側に入って行き、神と直接まみえる喜びに満ちた約束

が実現したのである。著者は、メルキゼデクに連なった大祭司イエスが確かな約束を果た

してくださったと力説している。 


